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■ 2018年度　第29回非開削技術研究発表会
　11月14日（水），東京都港区六本木の政策研究大学院大学・
想海樓ホールにて，第29回非開削技術研究発表会を開催しま
した。今年度も継続学習制度のCPD（土木学会），CPDS（全
国施工管理技士会連合会）の認定を受け，聴講者は120名を
超える参加をいただきました。
　発表会は，管渠等の調査診断，推進工法などの施工事
例，地下構造物の非開削技術を活用した維持・保全技術の
テーマで行われ，全5セッション17件の発表が行われまし
た。今回から表彰制度を創設し，今後決定する優秀賞は来
年度の総会で受賞者を表彰する予定です。また当日は非公
式で台湾の非開削技術協会会長のAlbert Shou氏が来日。会
終了後の懇親会にも参加され，発表者，座長および参加者
と活発な意見交換が行われ，盛況に終了することができま 
した。

■ JSTTの委員会活動
（1）編集委員会
　10月18日（木）に第2回編集委員会を開催しました。ここで
は105号の完成状況の確認を行った後，106号発行の準備状況
について企画通りの進捗を確認しました。
（2）ソーシャルコスト委員会
　11月16日（金）に第27回ソーシャルコスト委員会を開催し
ました。委員会では2017年制定の「地下管渠工事の社会的費
用―算定の手引き-」について，社会的費用の算出が容易とな
る“外部費用”の早見表作成について検討しました。また広
く国内で手引きをPRしていくため，各団体へのPR状況につ
いて各委員より報告がありました。またPR方法で機関紙へ
掲載の広告について，イラストを利用したPRについて議論
されました。最後に，JSTT活動のさらなる活性化策につい
て事務局より各委員へ意見要望を行いました。
（3）地下探査委員会
　9月26日（水）に第29回地下探査技術委員会を開催しまし 
た。工法ナビゲーションシステムへの掲載状況，試運転，改

良点について各委員より意見をいただきました。また，「非
開削地下探査技術適用の手引き（案）」の普及，PRを目的に，
来年2月予定の非開削技術講習会（東京，仙台）開催につい
て確認をいたしました。

■ ISTT総会およびISTT大会への参加
　10 月 7 日（ 日 ），ISTT 総 会 が 南 ア フ リ カ ケ ー プ タ ウ ン
Southern Sun The Cullinan 2階の会議室で開催されJSTTか
らも出席しました。当日は19か国46名の理事，会員が参加し，
各国のこれまでの活動報告および今後の活動計画について確
認を行いました。
　10月8日（月）から9日（火）までの2日間，会場を隣に移り
展示会，論文発表へ参加しました。展示は，49の企業，団体
が参加。各国の最新の非開削技術が展示されておりました。
論文発表は10部門31件のテーマで発表があり，総会，展示会，
論文発表を通じ各国との意見交流を行いました。

■ 静岡県下水道技術研究会
　 平成30年度研修会への講師派遣
　9月7日（金）に静岡県富士市“ホテルグランド富士”にて 

“静岡県下水道技術研究会　平成30年度研修会”へJSTTよ
り講師を派遣しました。テーマは「管路更生工法の変遷と現
状」について，積水化学工業㈱の中島様へ「非開削地下探査
技術の適用と手引き」については，JSTT地下探査技術委員
会の斎藤委員長へ講師をお願いしました。
　講演の後，事務局よりJSTTの活動内容について紹介をい
たしました。
　おかげさまで，今回静岡県下水道技術研究会様にJSTTに
ご入会頂きました。この場を借りてお礼申し上げます。

■ JSTT事務局　ビル名の変更について
　2018年10月1によりJSTT事務局のビル名が「リードシー
門前仲町ビル」へ変更となりました。

UP DATE

平成30年9月にJSTTのホームページがリニューアルいたしました。新機能として、出版物の販売をオンラインショップ化し、
クレジットカードでも簡単にご購入いただけるようにいたしました。また、全ページをスマートフォン対応にいたしました。今後
は会員専用ページの設置や文献検索の充実化などに着手して参ります。今後のJSTTのホームページにご期待ください。

▶ ホームページをリニューアルいたしました!!	 http://www.jstt.jp/


